
 みなさま卒業式シーズンインザサンですね。6年生の皆様ご

卒業おめでとうございます。来年から皆さん先生方ですね。

あ、その前に国試合格祈願！ 

 しっかし、こないだ某大の学生が言ってたんですが、卒業式

後の謝恩会っていうんですかね、コッチ（人差し指と親指で○

作る）が結構なるらしいんですよね。それが伝統みたくなって

て、腹立って先輩に「なんでそんなにかけてやるんですか」っ

て言ったら怒られたらしいです。「先輩方をバカにしてる」とか

言われたって（笑）。でも自分大学の頃なんてそんなに豪勢に

やったかなあ…でもいいじゃんねえ、サクッとやれば（笑）。つ

まみもピーナッツとかで（笑）。 

 ということで今年度最後の発行です。ご愛読いただきありが

とうございました～☆ 
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地域住民のみなさんと、 

その家族に寄り添った 

プライマリ・ケアを学べる 

臨床研修病院です。 

JCEP〈NPO法人卒後臨床研修評価機構〉 

による受審が行われました 

 医療生協わたり病院は、2015年1月30日、卒

後臨床研修評価機構(JCEP)による、臨床研修

の第三者評価を受審し、認定を取得しました。  

 JCEPは、医療の質の改善と向上を目指すた

め、臨床研修病院の評価を行い良質な医師の

養成に寄与することを目的とする、研修病院を

評価する日本で唯一の機関です。全国の認定

病院は158あり、福島県内では当院含め2つの

病院が認定されています。 

 当院では現在の研修制度が開始される前か

ら独自に研修医の受け入れをしており、制度開

始からは基幹型として研修医の受け入れをして

います。今後もより一層地域のみなさんに寄り

添った医療の実践を取り組んでまいります。 



 4年前の東日本大震災および福島第一原発事故は、未だ福島県

に大きな傷跡を残しています。 

 福島県浪江町は除染や復興のために警戒区域から3分割され、

避難指示解除準備区域、居住制限区域、帰還困難区域となりま

す。日中は帰還困難区域以外は立ち入りができます。 

 医療生協わたり病院が加盟する福島県民医連では、原発事故

による被災の実情を学ぶために、視察を下記のとおり実施します。 

 医療生協わたり病院が加盟している福島県民主医

療機関連合会（福島県民医連）では、返還免除制度

のある月額15万円の奨学金を貸与しています。更に

返還義務のある特別貸与制度として、1万円単位で

最高月額10万円までの制度もあります。 返還免除

制度は当連合会加盟院所・事業所にて医師として貸

与期間と同期間勤務すれば免除されます。 

 奨学生の義務として奨学生活動への参加がありま

す。全国から300人を超える医学生が集まり医療と

医師研修を考える「医学生のつどい」や県単位で行

う奨学生活動などがあり、医学生としての“学び”に

より深みが出ます。特に医学生のつどいは30年以

上続いており、そこで語り合った仲間はかけがえの

ないもの。卒後、医師になってからも連絡を取り合っ

たりしている先生も多いようですよ！ 

【医学生のつどいテーマ例】 

 2014年：地域医療について 

2013年：終末期医療について 

2012年：原発問題 

福島県民医連 検 索 

医学部では学べない医師としての学び。 

全国の医学生との交流は卒業後も！ 
奨学金制度の 

ご案内 

igakusei@watari-hp.jp 

〒960-8141 

福島県福島市渡利字中江町34 

医療生協わたり病院 医学生担当 

Tel.024-521-2056 

わたり病院 検 索 

被災地視察のご案内 

◇日時 2015年5月2日（土） 

◇行程 午前10時30分 医療生協わたり病院集合 

 午前11時～  学習講演 

 午後    被災地視察 

 夕方    懇親会・解散 

◇参加費  学生は無料で参加できます 

◇定員 20名（申し込み順となります） 

◇お申込み・お問い合わせ 

 福島県民主医療機関連合会事務局 

 担当 安齋・山本 ℡ 024-521-5202 


